
 

 

ひまわりぐみだより 
尚徳福祉会 日野保育園 ２０１８年１２月 

 あっという間に今年も残りわずかになりました。４月から振り返るといろいろな体験や行事を通して身体的

にも精神的にも大きく成長をしていることを感じます。今年も残りわずかとなりましたが、みんなで楽しく過

ごしていきたいと思います。 

「 ☆ 芋掘り ☆ 」 

 春、みんなで保育園の畑にサツマイモの苗を植えました。夏、野菜の栽培を通して得た知識から、“雑草を

抜かないとサツマイモの栄養が足りなくなること”を思い出し二度程、雑草を抜きました。秋、サツマイモが

どれくらい成長しているかドキドキしていましたが、自分たちでツルも切り、収穫の準備を行いました。次か

ら次へと見つかり、「見て！根っこが繋がっているからあるかもしれない」と目を光らせながら掘り続けまし

た。なんと２３個収穫することができました。１１月 7 日に地域の方と一緒に大学芋パーティーをして交流

を楽しみました。 

 地域の芋掘りでは、靴下や長靴、ビニール袋の準備ありがとうございました。 

 

 

 

  

 

「 ☆ おたのしみかい ☆ 」 

 おたのしみ会の劇は、年度当初から好

んで読んでいた絵本で自分たちなりに話

し方を工夫したり、劇ごっこを繰り返す

中で、友達の台詞を覚えて教え合う姿が

ありました。 

☆雪の結晶作り☆ 

 西公園で集めた小枝を

組んで毛糸を巻いて雪の

結晶を作り、保育室に飾る

と「これは何？」「どうや

って作るのかな？」と興味

津々。作り方を伝えるとす

ぐに覚えて夢中になって

作る子どもたちです。「見

て！見て！きれいにでき

たよ」と嬉しそうな表情を

見せてくれました。雪の結

晶の大きさや毛糸の色は、

自分たちで考えながら作

りました。保育室に飾って

ありますのでご覧くださ

い。 

りきり演じています。 

 たくさんのお客様が来

てくださり、いつもと違

う雰囲気に緊張してしま

うかもしれませんが沢山

の拍手で見守っていただ

けたらと思います。 

何度も絵本を繰り返して読み込むこと

で、物語の背景を想像しながら役になり


